
　
納
付
困
難
な
場
合
は
相
談
を

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
確
認
で
き
な
い

人
に
対
し
て
は
、電
話
に
よ
る
納
付
案
内
、

督
促
状
や
催
告
通
知
書
な
ど
に
よ
り
、
自

主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
再
三
の
催
告
に
も
応
じ
ず
、

納
税
相
談
の
連
絡
も
な
い
な
ど
、
納
税
に

誠
意
の
見
ら
れ
な
い
人
が
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
場
合
は
、
納
付
さ
れ
て
い
る
人
と

の
公
平
性
を
保
ち
、
大
切
な
市
税
を
確
保

す
る
た
め
、
滞
納
し
て
い
る
人
の
資
産
や

収
入
の
調
査
を
行
い
、
財
産
を
差
し
押
さ

え
て
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
て
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
市
に
は
、
裁
判
所
の
許
可

な
し
に
差
し
押
さ
え
る
権
限
が
与
え
ら
れ

て
い
て
、
滞
納
者
本
人
が
不
在
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
る
主
な
財
産

は
、
給
与
・
賞
与
、
預
貯
金
、
売
掛
金
、

生
命
保
険
、
動
産（
貴
金
属
・
自
動
車
な

ど
）、
不
動
産
な
ど
で
、
29
年
度
は
２
７
３

件
、約
１
６
９
０
万
円
を
市
税
に
充
て
ま
し
た
。

　
市
税
を
定
め
ら
れ
た
納
期
限
内
に
納
付

で
き
な
い
こ
と
を「
滞
納
」と
言
い
、
滞
納

　
病
気
や
失
業
、
生
活
が
苦
し
い
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
に

納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
な

ど
の
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）は
、

本
庁
舎
の
み
午
後
５
時
15
分
か
ら
７
時
ま

で
時
間
を
延
長
し
、
窓
口
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
税
務
課
で
は
、
各
種
証
明
書
の
発
行
や

市
税
な
ど
の
収
納
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、日
中
に
市
役
所
へ
来
ら
れ
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
収
納
係

（
☎
・
内
線
１
１
２
８
～
１
１
３
０
）

　
市
税
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、

健
康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
の
貴
重
な
財

源
で
す
。
納
付
さ
れ
た
市
税
は
、
福
祉
や

教
育
、
道
路
整
備
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
納
税
は
、
国
民
の
義
務
で
、
納
期
限
内

の
自
主
納
付
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
市
か
ら
督
促
状
の
発
送
な
ど

を
行
い
ま
す
。
こ
の
業
務
に
は
、
多
額
の

経
費
を
要
し
、
そ
の
経
費
は
市
税
で
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
場
合
、
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
地
方
税
法
で『
徴
収
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
』と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
30
年
中
は
、
年
率
８・９
％（
納

期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
を
経
過
す
る
日

ま
で
は
２・６
％
）で
、
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応

じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　市税の納付には、納め忘れのない口座振替をお勧め
しています。口座振替を利用すると、指定した口座か
ら、各納期の末日に振替納付することができます。
◆申し込み方法＝利用する金融機関またはゆうちょ銀
行（郵便局）の窓口に納入通知書・預貯金通帳・通帳印
を持参し、申し込みください。
※市内の金融機関には、口座振替依頼書を備え付けて
います。市外の金融機関を利用したい場合は、税務課
へお問い合わせください。

納税には便利な口座振替のご利用を

市税は期限内に
納付しましょう

　第27回岩手山焼走りマラソン全国大会が開催されます。
■日時　７月８日㈰午前９時開会（受け付けは、午前７時半か
ら８時50分まで）、小雨決行
■会場　岩手山焼走り国際交流村（マラソンは、岩手山パノラ
マラインを利用した折り返しコース）
■種別　▶一般（10㌔、５㌔）▶中学生３㌔▶ファミリー２㌔
■申し込み方法　❶各種インターネットサイト❷郵便振替用
紙  ※いずれの方法でも別途手数料が必要となります。
■申込期限　６月８日㈮　※当日消印有効
■問い合わせ先　市体育協会（☎76-4141）または地域振興課
スポーツ推進係（☎・内線1146）

岩手山焼走りマラソンの
参加者を募集しています

前回大会ファミリーコースのスタート

　
公
平
性
を
保
つ
た
め
の
滞
納
処
分

　
市
税
は
貴
重
な
財
源

　
納
期
限
内
の
自
主
納
付
が
原
則

　
納
付
を
怠
る
と
延
滞
金
が
発
生
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市
は
、
林
業
新
規
就
労
者
と
雇
用
主
に

最
長
２
年
間
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
金
交
付
要
件　
下
表
の
と
お
り

林
業
新
規
就
労
者
と

雇
用
主
を
支
援
し
ま
す

　
市
は
、
市
民
の
居
住
環
境
の
向
上
、
住

宅
関
連
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
新

築
・
増
改
築
工
事
費
と
住
宅
の
水
洗
化
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
費
に
助
成
し
ま
す
。

　
必
ず
工
事
に
着
手
す
る
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

❶
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
工
事

■
対
象
住
宅　
▼
居
住
す
る
目
的
で
市
内

に
新
築
す
る
木
造
住
宅
、
ま
た
は
所
有
か

つ
居
住
し
て
い
る
市
内
の
住
宅
で
増
改
築

す
る
木
造
住
宅　
※
共
同
住
宅
、
建
売
住

宅
、別
荘
な
ど
一
時
的
に
使
用
す
る
住
宅
、

賃
貸
な
ど
営
利
を
目
的
と
し
た
住
宅
は
対

象
外
▼
集
合
住
宅
や
併
用
住
宅
は
、
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
居
住
用
、
住

宅
用
と
し
て
使
用
し
て
い
る
住
宅
▼
過
去

に
同
助
成
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

■
対
象
工
事　
▼
新
築
ま
た
は
建
築
確
認

申
請
が
必
要
な
増
改
築
で
、
対
象
工
事
に

要
す
る
経
費
が
１
０
０
万
円
以
上
の
工
事

▼
集
合
住
宅
は
居
住
専
用
部
分
、
併
用
住

宅
は
住
宅
部
分
を
対
象
と
す
る
工
事
▼
施

工
業
者（
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
）が
施

工
す
る
工
事
▼
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
工
事
▼
平
成
３１
年
３
月
2０
日
㈬
ま

で
に
完
了
報
告
が
で
き
る
工
事

■
対
象
者　
▼
助
成
金
の
交
付
請
求
時
に

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
工
事
と

水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成

表＿補助金交付要件
職種 林業新規就労者 林業事業体

対象者
過去に林業に従事した経験が３年未満で、か
つ、当年度に新たに林業事業体に林業就労す
る人

森林施業、製材を主たる業
務とする法人

条件
補助を受ける年度の前年度３月3１日時点で
４5歳以下であり、かつ市内に住所を有する人
また、納期の到来した市町村税を完納してい
ること

市内に事務所または事業所
を有し、林業新規就労者を
月給制の通年雇用し、社会
保険制度に加入させること

補助
内容

月額３万円を交付
また、市内に所在する貸家に居住する場合、
家賃の２分の１の額を補助（上限２万円）

新規就労者１人当たり月額
２万円

対
象
住
宅
に
居
住
し
、
所
有
し
て
い
る
人

▼
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
▼
過
去
に

同
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

■
助
成
金
額　
左
表
の
と
お
り

■
申
請
期
限　
１2
月
2０
日
㈭

❷
住
宅
の
水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

■
対
象
住
宅　
▼
自
己
が
２
分
の
１
以
上

を
所
有
し
、
自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を

同
一
に
す
る
親
族
が
延
べ
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
居
住
し
て
い
る
市
内
の
住
宅
▼

過
去
に
同
助
成
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

■
対
象
工
事　
▼
既
存
の
排
水
設
備
、
便

槽
ま
た
は
合
併
処
理
浄
化
槽
を
下
水
道
処

理
施
設
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
ま
た

は
合
併
処
理
浄
化
槽
に
接
続
す
る
工
事
お

よ
び
そ
れ
に
伴
う
増
改
築
工
事
▼
対
象
工

事
に
要
す
る
経
費
が
2０
万
円
以
上
の
工
事

表＿木造住宅新築・増改築工事助成額
工事

受注者 対象経費 助成額

市内の
業者

2,000万円以上 50万円

１,000万円以上2,000万円未満 ４0万円

500万円以上１,000万円未満 30万円

１00万円以上500万円未満 20万円

※市外業者に発注した場合、助成額は半額
※市産材を５立方㍍以上使った場合は、１立方㍍
当たり２万円を上乗せ（上限50万円）

▼
集
合
住
宅
は
居
住
専
用
部
分
、
併
用
住

宅
は
住
宅
部
分
を
対
象
と
す
る
工
事
▼
増

築
の
場
合
は
、
増
築
面
積
が
１０
平
方
㍍
以

下
の
工
事
▼
市
内
に
主
と
な
る
事
務
所
か

本
店
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主

が
施
工
す
る
工
事
▼
他
の
補
助
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
工
事
▼
３１
年
３
月
2０
日
㈬
ま

で
に
完
了
報
告
が
で
き
る
工
事

■
対
象
者　
❶
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改

築
工
事
の
対
象
者
と
同
様

■
助
成
金
額　
対
象
工
事
に
要
し
た
経
費

の
５
分
の
１
以
内
の
額（
上
限
2０
万
円
）　

※
八
幡
平
市
共
通
商
品
券
で
交
付

■
申
請
期
限　
３１
年
１
月
３１
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
建
築
係

（
☎
・
内
線
１
３
０
６
）

　
市
は
、資
源
ご
み
の
有
効
活
用
の
た
め
、

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
に
取
り
組
ん
だ
市

内
の
自
治
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
非
営
利

団
体
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
報
奨
金

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
事
業

新
た
に
回
数
割
額
を
交
付

表＿入居者を募集する市営住宅（全て風呂付き）

住宅名 募集
戸数

建設
年度 間取り 単身

入居

町裏住宅
３戸

平成29年
2LDK 可

４戸 3LDK 不可

時森住宅 ２戸 昭和56・5７年 3K 可

湯沢住宅 １戸 平成６年 2LDK 不可
※入居者は、住居に困っている度合いの高い人を優
先し決定します。順位を定めるのが難しい場合は、
抽選で決定します。

　
市
は
、
人
材
・
青
少
年
の
育
成
に
係
る

研
修
、
交
流
事
業
に
対
す
る
経
費
の
一
部

を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
て
い
ま
す
。

❶
研
修
会
等
開
催
事
業　
各
種
団
体
が
、

そ
の
分
野
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
研

修
会
や
講
演
会
な
ど
を
開
催（
参
加
者
か

ら
の
会
費
な
ど
に
よ
る
収
益
を
差
し
引
い

た
経
費
の
う
ち
、
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
以
内
で
５０
万
円
を
上
限
）　

❷
国
内
外
研
修
事
業　
個
人
が
、市
内
の
団

体
や
国
、
県
な
ど
の
主
催
す
る
研
修
会(

国

外
を
含
む)

に
参
加（
個
人
が
支
払
う
経
費

で
直
接
研
修
に
要
す
る
費
用
の
２
分
の
１

人
材
・
青
少
年
育
成
の
た
め

補
助
金
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
市
は
、
平
成
３０
年
度
採
用（
中
途
採
用
）

の
市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。　

■
職
種（
採
用
予
定
人
数
）　
臨
床
工
学
技

士（
１
人
）

■
受
験
資
格　
臨
床
工
学
技
士
免
許
を
有

し
、
昭
和
4３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

■
試
験
日　
７
月
９
日
㈪

■
試
験
会
場　
西
根
病
院
会
議
室

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書
を
持
参

ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出
。
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

臨
床
工
学
技
士
を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　
市
は
、
左
表
に
示
す
市
営
住
宅
へ
の
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
申
込
期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
建
設
課

に
提
出
し
、
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
５
月
2３
日
㈬

■
申
込
書
の
配
布
場
所　
建
設
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
両
総
合
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
建
築
係

（
☎
・
内
線
１
３
０
６）　

い
た
だ
く
か
、
総
務
課
、
西
根
・
安
代
両

総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　
６
月
22
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課（
☎
・
内

線
１
２
３
１
）

に
相
当
す
る
額
以
内
で
１０
万
円
を
上
限
）

❸
青
少
年
派
遣
研
修
事
業　
2０
歳
未
満
の

青
少
年
を
市
長
が
認
め
る
研
修
に
派
遣

（
派
遣
さ
れ
る
青
少
年
が
負
担
す
る
経
費

の
う
ち
、２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
以
内

で
１
人
に
つ
き
2５
万
円
を
上
限
）　

❹
国
際
交
流
事
業　
団
体
が
、国
際
親
善
、

国
際
理
解
の
た
め
に
国
際
交
流
事
業
を
実

施（
事
業
実
施
団
体
に
支
援
金
と
し
て

５０
万
円
を
限
度
に
補
助
）

■
申
込
期
限　
事
業
実
施
の
１
カ
月
前

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
課
生
涯
学

習
係（
☎
・
内
線
１
１
４
３
）

を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
３０
年
度
か
ら
報
奨
金
対
象

品
目
お
よ
び
報
奨
金
額
の
一
部
を
変
更
。

新
た
に
回
数
割
額
と
し
て
、
集
団
回
収
１

回
に
付
き
１
０
０
０
円
を
交
付
し
ま
す

（
１
団
体
年
間
６
０
０
０
円
を
上
限
）。

■
登
録
申
請　
集
団
回
収
団
体
の
登
録
申

請
書
を
事
前
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
請
求
書
提
出
期
限　
１2
月
28
日
㈮

■
対
象
品
目
／
金
額　

▼
ス
チ
ー
ル
缶
、そ
の
他
瓶（
一
升
瓶
、ビ

ー
ル
瓶
は
対
象
外
で
、
資
源
回
収
業
者
が

回
収
可
能
と
判
断
し
た
物
）、
紙
パ
ッ
ク
、

新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌
／
１
キロ
５
円

▼
ア
ル
ミ
缶
／
１
キロ
４
円

※
市
内
で
回
収
し
た
物
が
対
象
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
環
境
企
画
係

（
☎
・
内
線
１
０
６
８
）

　
市
は
、
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

展
示
室
を
市
内
任
意
団
体
の
共
有
事
務
室

と
し
て
開
放
し
ま
す
。
共
有
事
務
机
、
椅

子
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
市
で
設
置
し
ま
す

が
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
は
利

用
団
体
で
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

■
利
用
条
件　
▼
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤

め
る
人
で
構
成
さ
れ
る
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
任
意
団
体
▼
複
数
の
団
体
と
共
同

利
用
を
可
と
す
る
団
体

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振

興
課
生
涯
学
習
係（
☎
・
内
線
１
１
４
２
）

任
意
団
体
共
有
事
務
室
と
し
て

市
民
セ
ン
タ
ー
利
用
で
き
ま
す

　
道
路
や
歩
道
に
お
い
て
、
隣
接
す
る
私

有
地
か
ら
道
路
上
に
枝
が
張
り
出
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど

の
通
行
に
支
障
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
張
り
出

し
た
枝
の
剪
定
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
管
理
係

（
☎
・
内
線
１
３
０
１
）

道
路
に
張
り
出
し
た
枝
の

剪
定
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
春
の
農
繁
期
を
迎
え
、ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

に
関
す
る
農
作
業
事
故
が
増
加
し
ま
す
。次

の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
一
人
で
の
作
業
は
避
け
、家
族
に
作
業
場

所
と
帰
宅
時
間
を
伝
え
る
。▼
横
転
・
転
落

事
故
か
ら
体
を
守
る
た
め
、ト
ラ
ク
タ
ー
に

は
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着
す
る
。▼
農
業
機

械
、水
路
の
近
く
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
農
政
推
進
係

（
☎
・
内
線
１
３
４
１
）

一
人
一
人
が
安
全
を
心
掛
け

農
作
業
事
故
を
未
然
に
防
止

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
林
業
係

（
☎
・
内
線
１
３
３
７
）
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